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聖書における自然世界は、本当に人間を中心に描かれているのか？　旧
約テキストに登場する自然物を、人格を持ち神と人に応答する活動的な
存在として読み解き、人類学や哲学の視点を取り入れつつ古代イスラエ
ルの自然観を論じた画期的な研究。環境問題と聖書の関係を再考するた
めに最適の書！

マリ・ヨアスタッド　旧約聖書学者。トロント大学（ウィクリフ・カレッジ）で宗教学修士号、デュー
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移住をテーマに研究している。本書の原著は博士論文の書籍化。
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魯 恩碩（ろ・うんそく）　韓国ソウル生まれ。ヴェストファーレン・ヴィルヘルム（ミュンスター）大
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著書に『旧約文書の成立背景を問う──共存を求めるユダヤ共同体［増補改訂版］』（日本キリスト教団
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